
「しずぽん」が桜満開の駒門駐屯地創立記念行事を盛り上げる

ジュビロ磐田公式戦に自衛隊が登場

や
子
供
向
け
ぬ
り
え
コ
ー
ナ
ー
で
自
衛
隊
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
興
味
の
あ
る
若
者

訪
れ
、
普
段
は
な
か
な
か
体
験
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
戦
車
試
乗
な
ど
で
自
衛
隊
を
満
喫
す
る
と
と

り
を
つ
く
り
、
大
人
気
と
な
っ
た
。

同
行
事
を
盛
り
上
げ
た
。

ま
た
、
静
岡
地
本
の
応
援
団
長
「
し
ず
ぽ
ん
」
も
、
多
く
の
人
で
賑
わ
う
駐
屯
地
の
メ
イ
ン
ス
ト

目
指
し
て
防
衛
大
学
校
に
入
り
た
い
」「
息
子
に
、
進
路
の
一
つ
と
し
て
自
衛
官
を
勧
め
た
い
」
と

っ
た
。

せ
る
場
と
し
て
も
人
気
で
、「
ど
う
し
て
迷
彩
の
柄
が
違
う
ん
で
す
か
」「
こ
の
駐
屯
地
に
は
何
人
く

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
と
も
に
国
防
を
担
う
高
い
志
を
持
っ
た
若
者
の
サ
ポ
ー
ト
に
邁
進
し
て

静
岡
地
本
は
厚
生
セ
ン
タ
ー
内
に
広
報
ブ
ー
ス
を
開
設
。
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
の
制
服
試
着
体
験

清
々
し
い
青
空
に
満
開
の
桜
が
咲
き
誇
っ
た
駐
屯
地
に
は
県
内
外
か
ら
７
３
４
１
人
の
来
場
者
が

リ
ー
ト
に
登
場
。
満
開
の
桜
の
下
、
し
ず
ぽ
ん
と
記
念
撮
影
を
し
よ
う
と
す
る
子
供
た
ち
が
人
だ
か

自
衛
隊
駒
門
駐
屯
地
（
御
殿
場
市
）
の
「
創
立
５
９
周
年
記
念
行
事
」
に
広
報
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、

い
う
希
望
に
合
わ
せ
て
、
広
報
官
が
一
人
ひ
と
り
丁
寧
に
説
明
し
て
理
解
を
得
て
い
た
。

ら
い
い
て
、
ど
の
よ
う
な
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
ん
で
す
か
」
な
ど
の
質
問
や
、「
幹
部
自
衛
官
を

い
く
。

も
に
、
精
強
な
隊
員
が
凛
々
し
く
活
動
す
る
訓
練
展
示
な
ど
を
見
て
来
場
者
か
ら
感
嘆
の
声
が
あ
が

や
家
族
連
れ
に
自
衛
官
採
用
制
度
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。
地
本
ブ
ー
ス
は
自
衛
官
と
気
軽
に
話

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
県
内
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
広
報
活
動
を
実
施
し
、
よ
り
自
衛
隊

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
宮
川
知
己
１
等
空
佐
）
は
、
４
月
７
日
（
日
）、
陸
上

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
宮
川
知
己
１
等
空
佐
）
は
４
月
１
４
日
（
日
）、
小
笠
山

（
御
殿
場
市
）
が
軽
装
甲
機
動
車
、
高
機
動
車
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
、
偵
察
用
オ
ー
ト
バ
イ
を
展
示
し
、

と
の
依
頼
が
あ
っ
た
も
の
で
、
昨
年
に
引
き
続
き
２
回
目
。
当
日
は
ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
が
、
同
じ
静
岡

ナ
ル
唐
揚
げ
「
浜
松
基
地
空
自
空
上
げ
」
を
、
第
３
４
普
通
科
連
隊
が
、
災
害
派
遣
な
ど
で
活
躍
す

陸
上
自
衛
隊
の
部
隊
と
と
も
に
自
衛
隊
の
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

官
に
挑
戦
し
て
み
た
い
」
と
受
験
へ
の
意
欲
を
見
せ
て
い
た
。

も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た
資
格
を
生
か
し
た
技
術
曹
を
は
じ
め
、
一
般
曹
候
補
生
や
自
衛
官
候
補

て
い
た
。

り
上
が
り
を
見
せ
、
会
場
に
は
３
万
人
を
超
え
る
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
た
。

わ
っ
た
。

た
メ
ニ
ュ
ー
を
手
に
し
た
来
場
者
は
、
迷
彩
服
で
調
理
す
る
自
衛
官
の
写
真
を
撮
り
つ
つ
、「
思
い
が

地
域
住
民
の
自
衛
隊
に
対
す
る
正
し
い
認
識
と
理
解
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

自
衛
隊
は
ス
タ
ジ
ア
ム
前
広
場
に
広
報
ブ
ー
ス
を
開
設
し
、
板
妻
駐
屯
地
の
第
３
４
普
通
科
連
隊

こ
れ
は
、
株
式
会
社
ジ
ュ
ビ
ロ
と
袋
井
市
か
ら
、
ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
公
式
戦
を
盛
り
上
げ
て
ほ
し
い

一
方
、
航
空
自
衛
隊
浜
松
基
地
（
浜
松
市
）
が
、
地
元
の
三
ヶ
日
み
か
ん
果
汁
を
使
っ
た
オ
リ
ジ

総
合
運
動
公
園
エ
コ
パ
で
行
わ
れ
た
Ｊ
リ
ー
グ
ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
公
式
戦
に
お
い
て
、
航
空
自
衛
隊
・

生
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
、「
若
い
頃
か
ら
自
衛
官
に
興
味
が
あ
っ
た
。
国
家
資
格
を
生
か
し
て
自
衛

ま
た
、
自
衛
官
採
用
制
度
説
明
会
も
開
催
し
、
社
会
人
の
男
性
か
ら
自
衛
官
へ
の
転
職
相
談
な
ど

け
な
い
場
所
で
自
衛
隊
の
炊
き
出
し
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
て
、
一
層
美
味
し
く
感
じ
た
」
と
話
し

県
を
拠
点
と
す
る
清
水
エ
ス
パ
ル
ス
と
対
戦
し
、
県
内
で
は
「
平
成
最
後
の
静
岡
ダ
ー
ビ
ー
」
と
盛

静
岡
地
本
が
子
供
用
迷
彩
服
試
着
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
、
記
念
撮
影
を
す
る
親
子
連
れ
な
ど
で
賑

る
野
外
炊
具
１
号
で
作
っ
た
豚
汁
を
１
０
０
０
食
ず
つ
来
場
者
に
振
る
舞
っ
た
。
自
衛
官
が
つ
く
っ

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
部
隊
等
と
連
携
し
て
担
当
地
域
に
お
け
る
広
報
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、


